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陳 情 原 文  江戸川区では、小学校の放課後や土曜日等に小学校の一室を利用して、

児童が自由な活動ができる場として「学童クラブ登録」とそれ以外の「すくすく登

録」（以下、すくすくスクール）があります。（前提として、江戸川区が実施して

いるすくすくスクール事業は、厚生労働省が学童保育と定義する「放課後児童健全

育成事業」ではなく、児童福祉法の対象外の独自の制度です。） 
児童福祉法は、「全て国民は、児童が心身ともに健やかに生まれ、かつ、育成さ

れるよう努めなければならない。」という趣旨を掲げており、地方自治体は、児童

を心身ともに健やかに育成する責任を負うことになっています。ほとんどの自治体

においては、この児童福祉法の適用の下に学童事業が実施されているのに対して、

江戸川区は独自の制度で運営を行っております。 

そのため、就労されている保護者の勤務条件を考慮しつつも、家族のもとを恒常

的に長時間離れて過ごすことが、子どもの健全育成の支障とならないよう配慮した

ものとして、昨今の多様化する勤務条件の中で就労し、子育てと仕事を両立されて

いる家庭があること、子どもへの安全上の不安を抱えている家庭があることを認識

していながらも、「すくすくスクール事業は、子どもを中心とした健全育成事業と

して、保護者から離れている時間帯すべてを補うものではない」というのが現状で

す。 
しかし、上記にあるとおり、昨今の多様化する勤務条件や女性活躍推進法の施行

に伴い、女性の社会進出もあり、江戸川区の現在のすくすくスクールの終了時間ま

でに仕事が終わらない家庭も増えているのは事実です。そのため、子どもはすくす

くスクールが終了したあとは１人で自宅へ帰らなければなりません。江戸川区とし

て登下校は基本１人とのことですが、昨今のニュースで取り上げられるような事件

もあり、登下校を不安に思う保護者も多いと思います。そのため、お迎えが間に合

わないといった理由で仕事を退職、他区への転出といった選択を余儀なくされます。

メディアでは、江戸川区＝子育てのしやすい区と認識されておりますが、実際とは

かなり異なっていると感じております。             （裏面に続く） 



つきましては、下記のように改善を希望し、陳情いたします。 

 
記 

 
１ すくすくスクールの時間を１９時までに延長。 
２ 長期休暇時のすくすくスクールの時間を両親の勤務時間に間に合う時間帯

（７：３０～１９：００）での実施。 


